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第一部  東京帝国大学文科大学英文学科という環境 
 
第一章  新帰朝者夏目金之助 ──ロンドン留学と前任者小泉八雲の影── 
  はじめに 
  一、近代文学研究の草創期 
  二、小泉八雲と夏目金之助 
  三、スペンサー主義者小泉八雲 
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五、金子健二・木下利玄の時間割 
 














         ──「マクベスの幽霊に就て」から『倫敦塔』へ── 
   はじめに                              
  一、漱石が観たシェイクスピア 
  二、帝大生の観た沙翁 
  三、「マクベスの幽霊に就て」の論理 
  四、「文学論」講義と『マクベス』講義の並行 
  五、「文学論」講義における「人工的対置法」の二段構造 
  六、悲劇=喜劇論から観客論へ 
  七、観客と読者のあいだに 
  八、『倫敦塔』における劇場空間の隠喩 
 
第五章  《描写論》の臨界点 ──視覚性の問題と『草枕』―― 
  はじめに 
   一、「文学論ノート」における「幻惑」論 
   二、講義における視覚性の問題 
   三、『文学論』加筆部分における《描写論》 
   四、《描写論》の臨界点 
   五、残像のコラージュ 
   六、「理論」の代補 
 
第六章  「間隔的幻惑」の論理 ──哲理的間隔論と『野分』―― 
  はじめに 
  一、『アイヴァンホー』読解と「間隔的幻惑」 
  二、『文学論』における「忘却」の意識理論 
  三、『文学論』の余白と『野分』──哲理的間隔論 
  四、『野分』の思想=技巧──感化への意志と幻惑の装置 
  おわりに 
 
第七章  「集合的Ｆ」と識閾下の争闘 
          ──「一八世紀文学」講義と『二百十日』への一視点── 
  はじめに 
  一、中川芳太郎筆草稿「第五編 集合Ｆの差異」 
  二、「集合的Ｆ」と「識閾下」 
  三、〈集合的（Ｆ＋ｆ）〉 
  四、器械的模倣 
  五、群集心理学における伝染の法則 
  六、『草枕』と『野分』のあいだ 
  七、日露戦争とフランス革命 
  おわりに 
 
第三部  『文学論』成立後の諸相 
 
第八章  「不都合なる活版屋」騒動 ──単行本の誤植について── 
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  はじめに 
  一、校正者は不埒だったのか 
  二、〈「不都合なる活版屋」騒動〉と誤植の実態 
  三、『文学論』本文の諸問題 
  四、文芸批評史のなかの『文学論』 
 







第一〇章  張我軍訳『文学論』とその時代 ──縮刷本・『漱石全集』版の異同を視座に── 
  はじめに 
  一、張我軍の翻訳活動と時代状況 
  二、その「原文」とは何のことか？ 
  三、本文の成立過程 
  四、複数化する本文 
  五、原著の異同と訳文の照合 
  おわりに 
 
第一一章  文学の科学への欲望 ──成仿吾の漱石『文学論』受容における〈微分〉―― 
  はじめに 
  一、成仿吾の『文学論』受容と変容 
  二、〈微分〉と図示のレトリック 
  三、日本留学者、成仿吾と大正教養主義における科学論 
  四、漱石／漱石受容における文学の科学への欲望 
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